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ン（Col － 1）のmRNA発現を定量し，ST－ 2の骨芽細胞分化能を検討している。さらに，Alg 基材／
OCP・ST－2細胞複合体から遊走し，シャーレに接着，増殖した細胞をcalcein－AMにて染色し，蛍光
顕微鏡観察することで複合体の細胞放出挙動を検討している。
その結果，Alg基材／OCP・ST－2細胞複合体において，培養時間依存的に，また高用量OCPで，
ST－2細胞が骨芽細胞へ分化する傾向を認めている。XRDとFT－IRから，Algハイドロゲル基材内で
もOCPは経時的にHAへ転換することを確認した。複合体を７，14日間培養したシャーレ底には，
複合体から放出され増殖したST－2細胞が確認されている。
すなわち本研究により，マイクロサイズのハイドロゲル内は，細胞間及び細胞―材料間の相互作用
に適した３次元微小環境となり，複合体内で骨芽細胞分化が促進されることが見出された。また複合
体は生体埋入後に細胞放出できる細胞デリバリー担体の機能を持つ可能性が示唆された。さらに，ハ
イドロゲルの組成により複合体の性質を変化させることが可能であり，細胞分化や細胞放出のタイミ
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ングを制御できる可能性が示唆され，今後の臨床応用へ向けての重要な知見が提供された。
以上のことから本論文は博士（歯学）の学位に値するものと判断する。
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